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対象構造物 
土木構造物および建築構造物 

 

項 目 
橋梁のたわみ（変位）計測 

床版の劣化診断 

使 用 機 器 
 

 

使 用 実 績 
 

 

IBIS-FS 橋梁のモニタリングシステム 

コンクリート橋および鋼橋において必要以上にたわみがあり、問題が起きていないかを離れた 

場所から測定できるレーダ機器。 

対象物としては、橋梁（コンクリート・鋼）、高層ビル、発電用風車、電波等など。 

 
＜利点および特長＞ 
■変位を計測することで構造物の健全性を効率よく測定できます。 
■測定対象物に反射板をつけずに離れた場所から 
正確にモニタリングできます。 
■わずか 2,3 分で橋の構造的な検査が可能                         

■1km 離れたところからでもモニタリングが可能 
■サンプリング周波数は最大 200Hz 
■昼夜問わず、どんな天候でも測定可能 
■500m 以下であれば 0.01mm の変位測定が可能 
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RIS Hi-BrigHT コンクリート床版診断機 

コンクリート製床版の健全性を非破壊で評価できます。 

舗装厚やコンクリートスラブ厚、アスファルト厚などが測定可能であり、鉄筋のかぶりや位置が

探査可能。しかも鉄筋が錆びているところがあるかどうかも確認できます。 

また、スラブ内に欠陥がないかなども探査することが可能です。 

＜利点と特長＞ 

■アスファルトの上からでも鉄筋の腐食状況を推定可能 

■完全非破壊である 

■1 方向のスキャンで 2 次元データが取得可能 

＜仕様＞ 

周波数：2GHz 

スキャンインターバル：100scans／m 

チャンネル数：16 

使用環境：IP65 

操作スピード：1.8ｍ/s 

アンテナサイズ：91×42cm 

重量：35kg 

バッテリー：4 時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
           測定結果と実際の鉄筋の状況 

赤くなっている部分をはつり出し 
           検証した結果です。 
           若干腐食しているのが確認できる 
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